
　令和８年１月２７日（火）　北陸信越運輸局　４階第一会議室

　委員長 諏訪　敬明 （(株)新潟日報社 執行役員 企画総務局長）

　委員 野口　祐郁 （弁護士）

　委員 富山　栄子 （事業創造大学院大学副学長）

　令和６年４月１日～令和７年３月３１日

　３件

　【工事】 　１件 長野運輸支局排水設備更改工事

　【物品・役務】

　　一般競争入札 　１件 新潟運輸支局ほか６箇所で使用する電気の購入

　　随意契約（企画競争） 　０件

　　随意契約 　１件

（参加者の有無を確認する公募）

　別紙のとおり

　特になし

　特になし

北陸信越運輸局入札監視委員会　第１９回定例会議 審議概要

審議対象期間

総抽出案件

その他事項等

委員からの意見・質問、それに
対する回答

委員会による意見の具申又は
勧告の内容

開催日及び場所

委員

北陸信越運輸局新潟運輸支局及び長岡自動車検査登録事務所における 登録
相談窓口相談負業務



抽出案件物品・役務概要書

契約金額 応募者数

一般競争入札

一般競争入札

随意契約
（参加者の有無を確認する公募）

3

1

履行場所

新潟運輸支局

石川運輸支局構内検査場

¥30,692,690

¥1,135,200

長岡自動車検査登録事務所

長野運輸支局

松本自動車検査登録事務所

石川運輸支局

富山運輸支局

長野運輸支局 ¥10,560,000 1

新潟運輸支局

長岡自動車検査登録事務所

入札・契約方式

新潟運輸支局ほか６箇所で使用する電気の購入1

3

業務名

長野運輸支局排水設備更改工事2

北陸信越運輸局新潟運輸支局及び長岡自動車検査登録事務所に
おける登録相談窓口相談負業務



審議内容

1 入札方式別発注の状況説明 　＜会計課長＞

2 指名停止等の運用状況説明 　＜会計課長＞

3 抽出事案の説明

　①一般競争入札（役務） 　　　　　　＜調度管財係長＞

　②一般競争入札（工事） 　　　　　　＜調度管財係長＞

　③随意契約（参加者の有無を確認する公募）　　　　　　＜調度管財係長＞

4 質疑回答及び審議 　　　　　　別紙のとおり



（一般競争（役務））

○ ○

○ ○

○ 電力調達方法について、確認しているのか。 ○

○ 環境配慮要件の点数はどのように確認しているのか。 ○

○ 専門的な資料を北信局で確認する作業があるのか。 ○ その通り。

○ ○

○ ○

調達方法の詳細は確認対象となっていないため、確認は行って
いない。

数年前に新電力会社の倒産が相次いだが、倒産リスクに対する
対策は講じているのか。

極端に低い金額が提示された場合は事情確認を行うが、入札金
額の安さを理由に倒産リスクへの特別な対策は実施していない。

専門的な資料は、内容をすぐには理解しにくいところがあると思う
が問題ないか。

専門性の高い資料であるため内容理解は容易ではないが、数値
を確認することで判断している。

意見・質問 回答

【令和６年度における入札の実施状況及び契約の過程並びに契
約内容】（抽出事案に関して）

「新潟運輸支局ほか６箇所で使用する電気の購入」について

入札状況を見ると最も安価な事業者が落札しているが、価格以外
の評価基準はないのか。また、環境配慮が高い事業者が入札に
有利になることはあるのか。

なぜ入札金額に大きな差が生じるのか。

本件は一般競争入札であり、最低価格を基本とする方式を採用し
ているため、価格以外の評価は行っていない。環境配慮について
は、参加要件として70点以上を求めているが、入札に有利になる
ことはない。

企業努力の差が影響していると考える。また、事業者ごとに電力
調達方法が異なることから、調達方法で有利になった事業者が低
価格を提示したものと考えている。

事業者が自己評価した点数と、その根拠資料を提出してもらい確
認している。根拠資料は、昨年度または過去実績を示すホーム
ページ掲載資料や事業者が提出する自社データである。



（一般競争（工事））

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

（随意契約（参加者の有無を確認する公募））

○ ○

令和７年度に１件あった。

「北陸信越運輸局新潟運輸支局及び長岡自動車検査登録事務
所における登録相談窓口相談負業務」

随意契約の可能性はあるが、本事案は新潟県行政書士会以外
の対応可否に懸念があったため、参加者の有無を確認するため
の公募手続を実施した。

金額にばらつきがないことを重視する場合、随意契約という選択
肢はあるのか。

「長野運輸支局排水設備更改工事」

参考見積書について、価格以外で判断する部分はあるか。 基本的には価格以外で判断することはしていない。

最低価格による落札なのか。 工事も最低価格による落札である。ただし、予定価格が1,000万円
以上の場合は調査基準価格を設定する。落札金額が調査基準価
格以上であれば最安値者を落札者とするが、調査基準価格を下
回る場合は低入札調査を行い、履行可能性を確認する。

今回の入札の落札者は地元事業者のようだが、この種の案件は
地元事業者の参加が多いのか。

地元事業者が参加することが多いが、必ずしも地元事業者が落
札するとは限らず、県外事業者が落札する場合もある。

調査基準価格を下回る事案はどれくらい発生しているか。


